＜授業力高度化実践研究Ⅰ（2016年度浅井担当分）＞
2016年度浅井ゼミ
【第１回】５/９（月）④ 論文執筆のスケジュール（場所は全てG1予約済み）

　第１回のゼミまでに小笠原 喜康（2009）『新版 大学生のためのレポート・論文術』 (講談社現代新書) 756円 を購入し読んでおく。
　引用の仕方，参考文献の書き方，構想の立て方

【第２回】６/13（月）④ 教育実践論文を書くということ

　　⇅
【第３回】６/27（月）④ 図書館ガイダンス
　図書館北口（大学会館に近い方の入口）に集合しましょう。附属図書館の方が説明してくださると思います。
　内容については、下記のような内容を予定してくださっています。

・館内案内、図書館利用について

・図書・雑誌検索（OPAC）

・国内論文検索（CiNii、JDream等）

・他大学図書館の資料取り寄せ方法

・海外論文（EBSCO、ERIC、PsycINFO等）の説明や、朝日新聞記事検索の紹介など

【第４回】７/４（月）④ 構想発表２人

　修了論文研究テーマ構想案をA4一枚にまとめてきて，１人10分発表、院生同士で10分議論，浅井10分コメント（教職専門実習Ⅰの経験をもとに変更可）

【第５回】７/11（月）④ 構想発表２人

　

※以降、夏期休暇中は研究テーマ設定までの予備調査   
＜論文執筆のスケジュール＞

【M1後期】・・・M2との合同ゼミ（第２,４金曜日⑤限G2の予定）
　研究テーマの設定（約８回） 
　２月（第14回）　修了論文研究テーマの決定

　３月（第15回）　教職専門実習Ⅱで何をどこまで行うか
　  
【M2前期】

　教職専門実習Ⅱ，教員採用試験
　各自で修了論文の準備

【M2後期】
　後述
